
『ばけばけばけばけばけたくん　かみなりの巻』
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶん・え／岩田　明子
・くいしんぼうのおばけ、ばけたくん。今日はみんなでお月見ピクニック。お
弁当を食べていたら…。次々に子どもの大好きな食べものにばける「ばけたく
ん」と、リズム感のある文章が楽しい絵本。 （幼0～５歳）

e01

『おばけのジョージー　とんでいったふうせん』
　　　　　　　　　　　　　　　　ロバート・ブライト／さく
・今日は、村のおまつり。おばけのジョージーは、ねこのハーマンや、ふくろ
うのオリバー、ともだちののねずみといっしょにおまつりに行きますが、おま
つりで買った風船を手にしたのねずみが空高く飛んでいってしまい…。
（幼0～5歳）

e02

『ことりのおまじない』　丸山　誠司／絵
・「こ」をとる、ことりのおまじない。やまねこから「こ」をとって、やまね
にしたり、こさめから「こ」をとって、そらからさめをふらせたり。ことり
は、「こ」をたすひみつのおまじないももっていて…。 （幼0～5歳）

e03

『おつきみセブン』　絵／ふくだ　いわお
・十五夜の日にやってきた「おつきみセブン」。秋の野菜や果物、ススキ、子
どもたちと作ったおつきみだんごを月にお供えして、みんなで月が出てくるの
を待っていましたが…。 （幼0～5歳）

e04

『きんたろうようちえん』　やぎ　たみこ
・山の上に、子どもたちとどうぶつたちがいっしょに過ごす幼稚園がありま
す。園長は、力持ちで、どうぶつの言葉が話せる、きんたろう先生です。ある
日、岩の水飲み場から、おかしな声が聞こえてきて…。 （幼0～5歳）

e05

『くっつけてみよう』　かがみ　けん
・りんごとめがね、ぞうとえんぴつ、ねことくるま…。全然ちがうものをくっ
つけてみたら、どうなるかな? 国内外で人気の現代美術作家が挑む、ナンセン
ス絵本の新境地。 （幼0～5歳）

e06

『おばあちゃんのたからもの』　シモーナ・チラオロ／作
・おばあちゃんの顔には、しわがたくさん。楽しかったピクニック、おじい
ちゃんに初めて会った夜、孫娘が生まれたとき…しわのひとつひとつには、大
事な思い出が全部しまってあって…。おばあちゃんと孫娘の会話を描いた絵
本。 （幼0～5歳）

e07

新しい絵本はほかにもあります。貸出中の時は、予約をしていただくと
本が戻ってきた時、連絡します。電話での予約も受け付けていますので、



『きみはたいせつ』　クリスチャン・ロビンソン／作
・どんなに小さくても、どんなに遠くにいても、君は大切だよ。なぜかって言
うとね…。生命の進化や宇宙を描きながら、「きみもすべてのつながりのなか
で生きている、きみの存在には意味がある」と語りかけるメッセージ絵本。
（幼0～5歳）

e08

『くまがうえにのぼったら』　アヤ井　アキコ
・松の木にのぼって、からまったやまぶどうを食べていた大きなくま。枝が折
れると思った松の木にはねとばされ、空でやすんでいた雨雲をつきぬけまし
た。雨雲はたくわえていた雨を全部落としてしまい、大きなみずうみができて
…。 （幼0～5歳）

e09

『ノラネコぐんだんいろいろさがしえブック』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　原作／工藤　ノリコ
・「色」の世界に迷いこんだノラネコたち。赤いりんごを食べるパッポヒや、
ピンクのゼリーを運ぶマーミーちゃんなどを見つけよう! 幼児から大人まで楽
しめる139問のさがし絵を収録した写真絵本。 （幼０～5歳）

e10

『ばけねこ』　アン　マサコ／絵
・かわいがっていたねこがいなくなり、あたりを必死に探す女の子。父親が止
めるのも聞かずに、ねこみみやまへ探しに出かけました。森で道に迷ってし
まった女の子が、助けを求めたお屋敷には…。 （幼３～5歳）

e11

『おばけにプレゼントくれませんか？』　せき　ゆうこ
・お誕生日会の主役になりすまし、プレゼントをもらってケーキもたらふく食
べようと考えたおばけたち。大きなお屋敷のぼっちゃんの誕生日会をのっとろ
うと動き出しますが…。 （幼３～5歳）

e12

『ジェシカといっしょ』　ケビン・ヘンクス／作・絵
・ルーシーは、小さな女の子。みんなには見えないジェシカと、いつもいっ
しょです。そんなルーシーがはじめて幼稚園に行くと、知らない女の子がやっ
てきて…。「心の中の友だち」イマジナリー・フレンドを題材にした絵本。
（幼３～5歳）

e13

『どうぶつたちのあきのおたのしみって？』
　　　　　　　　　　　　　　　デイヴィッド・ウォーカー／え
・秋になると、すずしい風がふいて、おいしいものがたっぷり実ります。よく
晴れた空を飛ぶカラス、ごちそうをつくってみんなといっしょに食べるクマな
ど、どうぶつたちの秋のおたのしみをのぞいてみましょう。
（幼０～5歳、小初）

e14

『おもちゃびょういん』　木島　誠悟
・ボクはぬいぐるみの「ぷく」。ずっと一緒だったモモちゃんが大人になって
遠くへ行ってから、ひとりぼっちだった。けれどある日、あたたかい手がボク
を取り上げてくれて…。ぬいぐるみを愛する人に贈るハートフルストーリー。
（幼３～5歳、小初）

e15
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